
2020年4月5日

泌尿器科に通院中の患者さんへ（臨床研究に関する情報）

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得られた過去の記録

をまとめることによって行います。このような研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対象とし

た医学系研究に関する倫理指針」 （平成26年文部科学省・厚生労働省告示第3号）の規定により、

研究内容の情報を公開することが必要とされております。なお、この臨床研究は院内臨床研究審査

委員会の審査を受け､研究方法の科学性､倫理性や患者さんの人権が守られていることが確認され、

病院長の許可を受けています。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の「問い

合わせ先」へご照会ください。

《研究課題名》 外来での日帰り前立腺針生検の実態調査

《研究機関名・研究責任者》 日本臨床泌尿器科医会増田光伸 賀屋仁

《研究の目的》

外来での日帰り前立腺針生検の実態調査の日本の現状を明らかにし、今後、術式の標準化に向

けた、基盤的なデータを構築すること

《研究の方法》

●対象となる患者さん

2020年2月1日から2020年6月30日の間に帯広厚生病院の泌尿器科において、日帰り前立腺生検

を施行した患者さん。

全国で50名、当院では400名の情報収集を目標にしています。

●利用するカルテ情報

①患者さんの年齢、生検施行時のPSA値、生検結果

②検査施行医師の泌尿器科経験年数、協力医の有無、検査時間、医師および看護師が関わる

検査前および検査後管理時間、検査前および検査後の検査室使用時間

③生検本数、針生検法（経直腸、経会陰)、麻酔法

④合併症、入院を要する合併症発生時の連携病院の有無、抗菌剤投与方法

《この研究に関する情報の提供について》

この研究に関して、研究計画書や研究に関する資料をお知りになりたい場合は、他の患者さん

の個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせすることができます。

《個人情報について》

研究に利用する情報は、患者さんのお名前、住所など、患者さん個人を特定できる個人情報

は削除して管理します。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さ

んを特定できる個人情報は利用しません。

患者さんからご自身の情報開示等の請求は個々に対応いたします。

《利益相反について》

この研究は外部の企業等からの資金の提供は受けておらず、研究者が企業等から独立して計

画して実施しているものです｡したがって､研究結果および解析等に影響を及ぼすことは無く、

患者さんの不利益につながることはありません。また、この研究の研究責任者および研究者は

「関西医科大学利益相反マネジメントに関する規程」に従って、利益相反マネジメント委員会

に必要事項を申請し、その審査と承認を得ています。



l:1 5 1乱 (~牛~ n2唖

(礁責|｡g-f"zに率ﾐｺｧ … ~ ’減懸凱〃 ゞ、ﾊも･誉爵徽‘や却騒勤拝顎累‘鋤， ＆ .･､トー”i」.“ i ‘

・

０

も

日

鈩

■

土

色

■

・

一

も

．

‘

羊

‐

一

ｔ

』

一

．

｝

》

》

脚

．

｝

奉

壼

幸

一

斗

↓

・

甲

、

凸

．

｜

｜

・

Ｉ

！

『

ぐ

《

・

詞

誕

Ｊ

ゞ

恥

●
対
・
一
檸
壬
』
弘
一
●
二
へ
一
・
・
劃
●
Ｊ
化
ヒ
ル
”
一
》
鉱

》
・
』
』
・
↑
~
一
考
岸
し
』
淵
‐
‐
・
《
》
一
一
三
〈

Ｐ

室

宏

評

凸

６

歩

今

~

員

詳

４

１

‐

。

、

一

霜

・

〕

●

一

応

。

恥

も

肥

．

《

、

一

Ｉ

Ｆ

■

』

Ｌ

幸

男

記

．

一

二

ｆ

、

一

＄

・

ｆ

一

が

。

，

Ｐ

ｒ

ｌ

も

‐

～

凄

↑

拙

趣

涯

御

》
ｊ
、
。
』
◇

イ
リ
リ
＄
宮

ｒ

Ｌ

？

の

』

９

４

も

４

４

．

－

ざ

ノ

~

地

ゞ

。

．

↑

。

！

；

~

一

堂

一

孤

一

一

読

獣

圭

一

声

￥

》

？

『

↑
・

ｊ

ｌ

Ｌ

１

ｊ

ｌ

４

▽

』

Ｋ

・

↓

４

，

一

一

~

｝

嘩

銅

~

我

二

，

壷

~~~~

』

孑

〆

剖

詞

《

貴

言

~

重

ト

ー

山

守

．

砧

’

全

中

凸

や

、

存

１

１

‐

Ⅵ

・

１

十

」

・

了

●

・

理

．

》

え

”

ｒ

‐

。

’

Ｉ

一

宇

《

・

Ｊ

ｒ

０

１
ロ
サ
１
Ｊ

■

‐

１

毛

Ｊ

Ｊ

１

。

‐

．

、

》

．

・

坐

里

腹

需

，

了

凸
９
町

』

。

。

』

’

七

日

印

一

所

に

Ｐ

Ｌ

一

Ｊ

価

に

画

一

一

咄

ｂ

Ｊ

Ｅ

日

諒

ｉ

悔

貼

ｂ

ロ

ゴ

９

０

Ｊ

△

し

－

『

－

．

，

．

ワ

．

“

‘

八

一

岬

》

洲

４

１

９

、

－

６

｝

、

巴

‐

ｆ

~
~
~
~
~
~
~

↑

！

』

令

‐

！

１

、

↓

’

－

，

Ｊ

｝

興

行

．

‐

雲

‐

，

二

Ｉ

Ｆ

新

鮮

封

‐

魯

尹

』

》

ざ

Ｊ

~
~

宿

匪

竃

：

恥

罰

斗

『

一

・

一

‐

一

弍

財

亡

Ｉ

》

、

【

仁

作

。

’

叩

－

．

、

，

恥

０

０

一

・

１

邪

』

』

Ｄ

ｆ

ｏ

、

』

，

４

斗
雨
一
・
＊
に
‐
４
１
』
一
．
］
』

、
一
・

《

》

｜

｝

．

‐

ｉ

Ｌ

“

・

・

Ａ

吟

》

ｂ
・
姑

》

一

一

《

Ｆ

』

一

凸

凸

●外い、」繩・Ｉ，恥一瞬”↑Ｌｕ~。》１↓１
－

“

ｎ

利

昌

．

。

。

一

毎

Ｊ

、

’
宗
一
一
・
、
」
一
・
一
転
、
寡
．
喧
翻
？
｜
『
１
１
‐
一
・
季
ニ
ヤ
ー
酢
ｉ
令

~~

↑

し

凸

Ｔ

Ｉ

』

Ｉ

毎

ｑ

Ｆ

：

０

●

~

・

魂

Ｖ

引

‐

。

．

一

一

・

・

》

熊

私

一

Ｆ

・

一
声
－
１
巳
、

局

，

．

‐

、

一

・

『

Ｊ

《

‐

一

~
~

Ｄ

Ｉ

Ｌ

ｑ

卓

Ｊ

ｆ

ｌ

Ｊ

ｊ

ｊ

。

－

‘

弐

」

Ｊ

乳

・

【

帆

一

・

牌

丸

乱

ｒ

ず

ぴ

マ

一

睡

●

母

一

、

、

『

~

《

‐

、

、

、

藤

ｒ

↑

：

．

“

、

畠

、

鰐

い

ず》‐、ゞ↑一沓生“榧蝉、喉‐神、ＤＢ「＆勺

－

１

－

一

一

一

一

４

．

△

認

エ

ユ

更

酎

~
~

ｒ

＄

凸

。

聰

￥

ゞ

‐

~

、

：

~

無

心

~

》

ｐ

ｊ

“

０

ト

ー

』

」

■

＆

ｑ

ｌ

Ｆ

ｌ

』

Ｐ

Ｔ

Ｊ

ト

ビ

１

０

Ｊ

■

》

ｑ

Ｌ

「

ｒ

Ｌ

~~~』雷Ｆ一・●采、『。小》一
『斗。‐●Ｔｂ一・
Ｆ

『

ｆ

’

’

ｗ

一

寸

一

一

ｌ

訶

一

’

二

十

〃

娠

帥

５

。

。‐｜｛｝；二一~ゞ一
一」へ罪一寄弓㈹十・

~~~~~

、

Ｌ

Ｇ

~~

可
王
寺
〃
巴

か

“

屋

刑

！

‐

虫

．

』

．

，

１
丁

卜

卜

一

七

Ｊ

Ｐ

』

“

？

ｆ

■

・

け

Ｌ

一

１

丁

Ⅲ

↓

■

１

１

字

『

。

１

４

，

豆

ｒ

」

；

１

１

１

画

一

１

「

~
~

や

港

鄙

へ

。

ヨ

１

－

㎡

”

今

Ｌ

０

口

４

０

，

尾

Ｉ

１

１

１

１

１

ワ

ー

》

－

隈

か

十

岨

逼

一

一

章

￥

〃

〆

、

、

｜

上

１

，

．

．

〆

Ⅱ

外

。

~~~~

~~~貼４１人１９１。！．‐・１０参凸ｒ」．ｑｌ、寺司６－

１

，

．

幻

Ｊ

『

一

一

・

も

Ｊ

》

一

一

〆

‐

ふ

．

。

脚

－

１

処

・

口

。

一

四

媚

一

《

径

一

㎡

』

》

は

辛

し

↑

・

一

評

語

－

，

坐

臥

一

ｆ

日

一

瞬

一

吋

曽

誇

醗

到

〆

，

や

八

ゞ

堂

；

↑

~

湖

ｒ

ゞ

‐

‐

Ｐ印

①

牛

ｉ

‐

二

一

Ｊ

告

刊

－

４

－

堀

。

グ

？

「

』

ぬ

１

丁

、

Ｌ

字

心

叫

坐

覇

誉

糠

壺

：

ｒ

１

日

凸

ｆ

主

繧

雷

掘

●

》

‐

↑

ゞ

‐

し

い

↑

診

‐

Ｉ

一

一

一

函

や

胆

ト

レ

“

間

｝

ｒ

ｉ

垂

，

中

、

Ｂ

二

毎

Ｆ

一

卜

酔

１

吾

、

０

‐

亜

”

舟

」

眩

「

咽

弛

ｏ

』

・

了

一

~~
~ｒ

Ｆ
ｂ

－

ｑ

『

△

」

令

」

。

．

ｂ

一

、

』

一

●

・

ｒ

内

ｐ

Ｌ

１

Ｉ

一

ｉ

」

』

Ｆ

ら

間

ダ

●

０

９

，

《

ロ

戸

・

一

●

町

詞

、

｛

Ｌ

画

一

軒

ｆ

舞

計

・

謝

一

．

』

．

！

‐

、

．

弓

罰

』

ｉ

‐

心

１

‐

１

１

ゞ

や

い

い

、~峰‐~：轍；蕊~~｛評一式
己も罎

堪

景

削

却

一

》

Ｌ

〃

＄

~

凡

べ

‐

，

‐

、

勘

雫

］

一

員

｝

８

Ｌ

Ｌ

．

考

刊

Ｄ

０

守

一

ｒ

●

昨

日

ｊ

、

‐

‐

、

●

１

噸

．

』

ｒ

ｊ

’

１

~

１

－

。

＃

‐

猶

和

〃

Ｉ

’

’

１

Ｔ

申

、

戸

ｆ

ｊ

ｐ

み

、

川

晒

ざ

Ｉ

。

】

・

二

ノ

６

毒

・

銅

１

下

冨

睦

腔

ザ

。

．

、

弘

！

ｒ

ｕ

『

『

バ

ト

１

Ｔ

ｌ

Ⅱ

《

〉

●

〆

も

。

９

■

〃

感

劃

、

ヤ

エ

ー

」

一

森

呼

謎

靴

一

Ｊ

１

二
”
‐
ｔ
霞
練
~
壷
パ
ー

」

」

、

吋

‘

い

‐

ｄ

宮

‐

’

‘

毒

『

《

‐

。

一

唖

理

馴

一

》

や

》

・

パ

．

・

一

●

準

Ｊ

Ｔ

Ｉ

，

二

一

岡

令

，

「

｛

↑

切

匙

Ｐ

蓮

千

二

‐

ｌ

頂

Ⅶ

］

Ｊ

』

‐

い

‐

｜

座

・

筵

▲

ｒ

↑

曇

緋

箇

脾

が

Ｇ

１

、

一

画

肝

．

｝

ｒ

、

１

…

ｆ

ｖ

~~
~■ＤＪ串
ｆ
~
~
~
~
~

~~
~

守
砕
Ｉ
Ｃ
．
７
Ｊ
、
》
ず
』
Ｌ
酔

弔

二

凹

日

●

二

Ｌ

声

ｂ

、

恥

可

ｒ

命

《

６

１

も

『

．

’

涙

Ｈ

Ｍ

Ｌ

』

一

’

娼

１

１

ｒ

~
~
~
~

~~~

０

６

－

上

昨

部

創

一

凸

』

一

勺

‐

１

面

簾

》

郡

~
~
~
~
~
~

瞑

踊

い

ジ

ー

伺

満

苓

匙

謬

珀

ｂ

Ｊ

〆

』

、

に

~
~ 』

靴
や

ｊ
凸
ｒ

二
』
Ｆ

、

定

ゞ

九

ｈ

ゞ

凸
ご
鄙
、
，
’
隠
琴
『
●
１

~
~

・

４

ｌ

ｂ

ロ

ゲ

吟

一

℃

~
~
~

~

~

齢
ロ
ノ
萱
一

、

一

号

外

』

~
~
~
~

Ｔ

Ｐ

西

“

．
』
‐
も
Ｑ
ｆ
Ｔ
１

Ｌ

一

．

仁

１

日

一

~
~

マ

Ｆ

ト

ー

も

０

，

一

一

【

訳

ｆ

ｌ

ｏ

ｐ

、

〉

一

眼

ご

ｒ

ｌ

Ｉ

~ｂ」『■一
~
~

戸

旧

叫

仙

。

沖

昴

収

ｐ

０

ｂ

４

・

ざ

~~~
Ｌ

“

Ｊ

◇

~~~Ⅷ↑』一

一

Ｆ

’

『
二
心
．

~
~
~
~

~
~
~
~
~

阜

０

．

↑

~

－

１

』
ゞ
ｒ

守
Ｉ
ｌ
Ｔ

~
~
~
~

~

~
~
~
~
~

寺
己
寺
、

一
一
一
・

､きる｡
J-..

E r一

［

１

Ｆ

か

１

早
込
一

弐

Ｆ

背

・
４
．
企
１
１

日か吾△■Ｆ１け１．

、

ｆ

ｏ

も

Ｐ
Ｌ
‐
？
ｌ
■
Ｉ

時

卜

止

守

降

~~

室

野

と

↑

Ｌ

Ｔ

ｌ
‐
課
〆
咄
Ｆ
１
’
Ｌ
Ｉ

~~
▽
苛
宇
、
４

．
・
や
’
四

８

』

令

~
~
~
~
~
~
~

’
三
一
・
報

~
~
~
~
~

~

~

~

１

１

０

』

－

』E
一

昨

“

三

ｒ
《
ト

ー
ｂ
刊

・

Ｉ

も

。

▲

~

~ 藥熱･話･罐娠‘恥洞晶
一I

L－ l F1、国

、
リ
．
■
１
．

岸

、

洗

い

印

Ｉ

－

ｑ

ｌ

．

、

嬬

睡

既

~
~

ぺ

．

凸

“

Ｉ

．

や

し

‐

一

句

ロ

ー

’

弓

、

ｒ

斜

匂

誼

ｔ

Ｍ

０

禰

声

唯

今

Ｆ

Ｄ

〆

Ｆ

１

、

。

一

一

唯

〆

・

一

当

一

い

一

己
■
１
４
０
１

『

（

一

『

－

１

１

Ｊ

ヴ

ー

・

藍

。

↑

〃
Ｐ
Ｉ
ｆ
Ｉ
，

~~

・

切

叩

言

、

ｉ

乢

↑

批

墾

。

』

／

１

℃

４

馴

妃

巳

■

０

８

１

１
島
Ｄ

ｒ

Ｊ

Ｉ

一

。

『

？

Ｆ

Ｉ

Ｌ

午

１

■

ｆ

■

．

。

‐

Ｌ

、

・

４

日

４

．

１

口

、

’

一

二

孵

仙

．

戸

「

Ｊ

唱

世
？
午
ｒ
階
｝
》
９
■
？
●

‐

凸

一

ｒ

』

Ｌ

且

Ｉ

”

~

一

０

１

．

、

上

・

』

■
『
Ｌ
■~

~
~
~

剖

叩

小

川

Ｉ

勺

ロ

〕

テ

ロ

一

寺

罰

誤

町

恥

元

一

言

佃

一

・

吟

‐

皇

‐

蝿

寺

「

凸

弛

い

苧

。

》

酉

●

宇

■

側

設

■

垂

争

《

凸

炉

・

主

~

雲

９

Ｌ

ぐ

い

ｆ

Ｉ

ｌ

炉

屯

。

、

．

●

喋

款

・

一

〆

に

毎

り

ぐ

一

読

~

『

一

一

凸

も

■

~

~

~

~

~

１

可

守

凸

伊

；

つ

~~~~

~
~
~
~

~~~

１

△

１

４

川

七

４

『

ｆ

ゴ

キ

~~~~

臆

・

酢

①

ｐ

０

ｐ

４

①

ｒ

ｌ

Ｕ

ｐ

ｒ

ｂ

善

一

Ｉ

１

》

、

~~~~~

酷

。

》

八

》

や

~~
一

、

ａ

９

き

ら

》

~~~
「

咽

』

澗

臨

Ｊ

里

い

鴉

研

一

が

■

、

日

去

１

Ｊ

＆

一

戦

Ｃ

Ｉ

１

１

１

~~↓

ｇ

ｌ

ｑ

．

＃

‐

一

一、ザ

Ｌ

一

１

室

Ｊ

名

や

‐

九

・

Ｇ

Ｉ

聖

Ｉ
棚
一
今
・
圭
，
●
ふ
い
川
畑
‐

３
１
１

一
己
砧
必
假
Ｌ

~~
~~~

，
＋
ｆ
４

。
｜
甜
幸

、

、

６

０

１
酉
■
’
三
‐
１

■
ｆ
・
ｊ
ｌ

ｌ

』

~~
裁

郵

１

１

判

！

早

●

」

’

一

~
~
~

３
閂
４
４
．

・

・

１

Ⅱ

ｒ

・

０

１

画

７
１
丁

キ

ー

．

『

、

今

‐

『

も

一

、

一

塁

〆

』

．

二

へ

Ｐ

幸

’

も

、

鄙

０

ｒ

＄

０

〃

‐

Ｉ

？

出

‐

。

ヘ

‐

一

耳

‐

，

ｌ

作

二

』

』

一

卜

ゞ

ゞ

。

．

〃

。

ゞ

庇

判

』

や

‐

勢

一

，

参

・

《

↑

ｉ

》

一

~

~

尭

唖

母

釧

、

讓

弧

恥

！

”

、

~~
~

寺
、
閂
・

卜

ｊ

ｑ

『

・

』

で

Ｌ

０

ｒ

●

８

．

Ⅱ

１

１

，

細

Ｆ

Ｏ

Ｊ

．

、

拭

い

‐

一

１

，

－

国

一
ｒ
》
~
当
凝
一
．
烈
匠
・
訓
、
‐
↑

自白Ⅱ一ｇＩＩ１Ｌ一一》一帥一も。》両吾二蔀凸型《津肥一ゴー一Ｆ垂《て畠１

％

等

蓋

~

・

Ｙ

１

ｉ

、

ｒ

一

‐

：

~

》

↑

｜

、

‐

．

。

！

＃

‐

、

↑

・

・

ｆ
凪
ｒ
ｆ
ｒ
申

士

‐

・

ゞ

一

一

↑

：

｜

『

智

~

霊

一

戦

全

狸

無

い

~~
~

＆

．

‐

』

・

式

●

．

、

“

」

，

一

，

‐

か

Ｉ

」

｜

蛤

．

可

ｏ

ｒ

・

…

劇

ぃ

詮

一

調

は

：

ゞ

減

~

蛎

測

態

Ｉ

~~
~~ ・

一

Ⅲ

時

》

ｌ

へ

》

・

岸

・

↓

§

、

一

‐

卜

・

」

‐

肉

，

、

。

↑

ｒ

心

・

鰯

瞳

。

《

．

、

、

一

弓

ｒ

Ｑ

６

”

圭

一

識

〔

刺

斗

叫

一

湖

●

一

周

，

」

、

、

．

｜

、

●

Ｌ

詞

彗

↑

柵

一

↑

‐

一

・

・

ア

乱

《

〕

Ｔ

・

や

‐

迄

池

に

一

・

ｒ

“

扇

！

《

・

‐

、

；

・

・

‐

●

．

『

，

川

》

．

ｆ

叶

吾

一

・

牝

．

４

１

Ｌ

一

Ｆ

二

丸

”

弓

９

．

勺

，

Ａ

１

１

１

０

口

・

１

１

。

“

今

１

ト

ー

。

１

ｆ

一

・

．

０

１

」

ロ

↑

《

。

「

４

ヤ

ロ

毛

揖

１

』

↑

「

一

、

一

・

．

芝

群

．

却

瑠

↓

ゞ

卓

弗

制

。

↑

］

。

、

Ｌ

↑

‐

~

手

・

雪

・

吟

二

，

：

．

－

辱

‐

．

”

ゞ

告

齪

幸

エ

・

怜

叩

《

~

」

”

り

ゐ

‘

一

ヂ

》

叩

灯

心

・

４

．

・

』

Ｐ

毎

Ｕ

も

ロ

ニ

ロ

ー

。

、

↑

４

－

、

ｌ

亭

垂

、

Ｌ

宅

。

《

た

。

Ｆ

〆

・

”

１

－

？

↑

●

や

迄

一

・

歩

一

声

・

鉛

垂

挫

』

へ

１

厘

い

．

』

“

ｈ

ｉ

．

‐

‘

加

計

」

封

．

》

‐

、

…

・

~

一

~

．

”

聖

歸

い

ゞ

鍵

，

，

~，↑「》鵬？‐岼・】‐味剖ロ一コ必弄［』‐

今

異

八

Ｗ

」

。

．

準

‐

唾

一

雨

和

ｒ

、

ど

・

、

澤

》

」

バ

マ

~
~

‐

’

１

Ｊ

〃

．

‐

、

ｉ

Ｌ

・

~

晦

舎

轤

賑

騨

幸

岸

鯵

一

秒

~

ご

＼

~

’

一

》

琳

蜀

。

一

一

叩

睦

、

錨

曲

荊

山

一

．

ゞ

。

↑

｜

ゞ

錘

一

心

一

Ｊ

令

屯

・

ｂ

ｂ

ｈ

ｌ

ワ

句

皇

三

堂

ま

い

。

｝

》

ｍ

ｒ

－

《

斗

ｒ

ｌ

↓

Ｉ

・

６

分

全

猛

！

守

凱

‐

龍

一

』

。

■

ｇ

、

Ⅱ

Ｔ

ｆ

０

、

・

Ｉ

６

Ｇ

ｌ

■

ｌ

Ｆ

９

Ｉ

Ｉ

ｃ

Ｊ

ｌ

ｊ

~~~~~~~~~

二

一

が

零

，

雀

一

旬

＄

》

党

‐

坪

鱈

鼠

茸

１

“

ｅ

’

二

~~~~

－

．

．

－

．

‐

Ｌ

．

Ｊ

、

郡

ｒ

・

？

‘

い

」

~~~
~~■

ｄ

ｒ

ｊ

０

凸

●

■

ｑ

”

Ｉ

‐

二

・

》

□

一

町

１

－

に

、

、

１

．

Ｗ

姉

小

》

｝

却

一

~~~

腱

剥

那

列

詐

駕

ゞ

幕

一

室

・

戴

已

Ｇ

け

Ｉ

Ｉ

Ｊ

~
~

ｆ

ｂ

Ⅱ

ｑ

９

Ｅ

Ｌ

~
~

豆

ｐ

Ｆ

Ｆ

斗

争

鐸

今

〈

三

・

一

沁

一

．

昨

ｑ

ｈ

１

今

９

~~~
Ａ

－

↑

罷

巾

ｊ

０

ｆ

《

．

』

『

。

《

凸

ゲ

キ

一

一

二

》

」

ず

６

Ｊ

今

ｆ

イ

ゞ

＃

“

~

~

苅

獄

商

~

甥

ｒ

，

」

一

（

．

Ｉ

‐

！

、

族

一

今

Ｇ

Ｉ

。

‐

』

０

か

』

Ｊ

塵

１

Ｔ

、

ｈ

，

ｊ

Ｆ

Ｐ

ｐ

卜

・

ワ

マ

・

Ｐ

ア

ー

リ

ロ

~

－

．

一

産

一

一

吋

二

．

。

｛

八

弐

に

孫

・

鐸

’

”

一

一

Ｉ

●

Ｐ

ｒ

ｂ

■

三

宝

‐

蕊

瀧

蟇

・

『

~

ゞ

《

謡

~

倒

Ⅱ

Ｉ

Ⅶ

~~~~~トー土・~釦『吟一・．《§．稚“搾隈・一両い

｛

・

弧

・

↑

混

訓

？

－

彗

斗

、

誌

雲

謎

ゞ

ィ

瞬

恥

｝

晒

豊

雪

．

扣

三

‐

‐

、

一

・

・

‐

，

、

登

一

、

・

ず

。

‐

胎

巳

‐

．

『

一

・

万

一

？

■

４

１

１

卜

ｏ

ｊ

ｆ

０

４

Ｐ

。

一

・

一

心

弩

一

一

Ｂ

テ

。

二

、

巴

ｊ

ｊ

・

元

ｒ

・

』

甲

寺

『

語

払

更

″

避

一

訓

副

串

望

．

~
~
~

ｆ
Ｄ
ｌ
ｂ
４
Ｉ

，

Ｌ

ｎ

０

Ｊ

■

三
》
ｈ

争
日
凸
Ｂ
ｎ
ｌ

ｔ
も
ｎ
ｒ
ｂ
ロ
ロ
‐
１
１

二

闇

吟
‐
～
い

む

’

４

Ｊ

■

巳

~

~

Ｌ

Ｊ

ｐ

－

』

１

，

－

１１雇

郎

坐

．

｝

一

Ｊ
。
’
凸
心
、

ロ
媚
秤
〆
岬
恥
』

"fl
報

．

弼

守
４
０
．
１
Ｊ

~一口一

~卜・ 号' . ／

雪.§訓蛎i'*職鐙言聴天"霞;輯罰，悶羊M登純＆

I潮棒誤謎室蛮鋪〔：，

～b~=04 島 ~写や ー･

"j'､~I ，辨排
=口守?ｰ』

盲動･℃
'ず 、斜一f 4葬

歩.1 iji富
一
一
令
呂
~

一

一

１

０

・

畠

ｌ

Ｌ

Ｌ

《

ｒ

哉

・

恥

郡

叩

諏

~
~

な

』

今

陣

鯉

一

弥

緯

。

‐

唾

‐

、

ｂ
Ｆ
Ｌ
ｂ

－

Ｉ

１

１

・

グ

ー

’

Ｊ

ザ
』
棺
■
ｂ
も

ｑ

』

１

．
▽

■

し

Ⅱ

０

，

．

１

１

‐

Ｉ

ｆ

Ｂ

Ｌ

ｐ

』

６

”

小

１

０

ヂ

ー

１

１

・

・

・

ｒ

．

鍜

言

し

や
■
Ｆ
国

！

ｊ

ｒ

了

均

１

に

讓

蕪

~
~▽４
司

訓
一
凸
ラ

レ

’

１

１

画

奇

〉

、

，

「

‐

、

ギ

毒

「

｛

‐

‘

ｉ

『

４

Ｌ

Ｐ

Ｊ

■

廷

Ｉ

今

〆

．

、

」

か

ボ

ー

．

螺

・

恥

空

．

。

ｆ

一

一

‐

拍

・

Ｕ

ｐ

０

４

ｒ

Ｐ

・

Ｌ

Ｌ

一

Ｍ

が

Ｉ

、

◇

一

一

’

一

｝
０
口
●
・
・
』
△
~
~
，
差
‐
可
〃
０
，
１
１
’

７
，
Ｌ
ｂ
ｌ
ｏ

舳
鴻
曲

- _令-い↓ i 〕-鷺崎. ' ;T､
－ －－，密靖蒐蓄弓卜い~

零蔵･精爽綿

~
~

４

Ⅱ

巴
一

・

１

１

岸

~
~

山

一

４
０
回

画
・
も
Ⅱ

Ｌ

Ｊ

ご

ｆ

い

む

~~

Ｊ

Ｉ

０

－

ｐ

寺

一

軍

も~~ 』

叩

坐

畠

》

《

１

●

一

ｆ

１

ｊ

Ｕ

弓

。

』

４

タ

ニ

’

Ｌ

Ｌ

□~~~
『
二
一
礫
主
従
‐

司

，

０

面

１

罰

Ｊ

－

Ｔ

ｌ

恥

ゴ

ロ

１

４

７~１１ ~
~

〆

廿

刈

ｆ

刈

一

、

、

一

‘

斗

３

・
一
口
吟
グ
ー

。
七
・
へ
男

口

哉

か

毎

Ｊ

・

日

和

。

一

〃

－

Ｆ

そ

二

ｔ

厄

~~~~月
１

．

に

~~~~１勺卓乢Ｂ４Ｌ

■
、
弓
里
守

Ｉ

Ｌ

ト

ー

ａ

。

・
１
１

非

‐

衆

‐

猟

４

．

ゆ
ぬ
ぐ
』
Ｔ
ｊ
ｏ
ｏ
Ｉ
胃
１
用
ｊ

ｑ

４

Ｉ

ｒ

５

■

~
~

ざ
－
４
Ｊ

Ｆ

Ｌ

：
１
Ｉ
ｌ
Ｌ

－
ｈ
い
、

岸
竜
刮
‐

１
－

Ｆ
４
１

渥1－文陰二・ i

~~~
~
~~~
~

○

勺

Ｇ

■

Ｉ

’

弧

ｑ

一

・

ｌ

ｒ

１

Ｌ

ｌ
ｌ

ノ

言

。

》

、

例

］

卵

。

』

ロ

《

‐

二

一

雫

い

“

恥

恥

岼

叶

《

”

己

叩

や

《

｝

・

『

》

牌

非

』

９
．
Ｔ
ｌ
■
千
勺~

~
・

ｑ

Ｊ

■

。

■

・

一

Ｉ

ｒ

・

岸

』

一

‐

、

１

↑

Ｉ

ｉ

二

泥

。

言

Ｈ

ｐ

ｎ

示

了

罰

一

拳

キ

ィ

、

』

●

一

ｔ

兎

に

Ｉ

可
守
０声

・
凸
圭
ロ
や
‐
１
１
ウ
ー
『
Ⅱ
ｊ

‐

‐

・

●

ィ

一

一

一

壼

彗

Ｍ

》

一

』

一

今

い

』

０

Ⅷ

！

“

一

ｈ

『

口

、

－

１

０

証

《

・

叩

一

、

、

Ｔ

ｌ

笠

Ｉ

Ｉ

１

０

Ｑ

Ｉ

－

ａ

・

一

。

。

刊

｝

‐

●

’

、

別

冊

‐

国

試

即

・

マ

ー

↑

、

い

鴫

跳

、

。

．

卓

空

那

幸

』

，

℃

ｆ

Ｉ

ｌ

４

~~~

Ｐ

１

Ｐ

４

↑

曲

Ｆ

ザ

ｂ

■

一

手

．

、

．

酷

戯

‐

噂

・

ｒ

４

ｏ

ハ

ー

ロ

一

一

、

午

非

・

一

今

〆

ｒ

毛

《

ｒ

・

も

－

１

１

．

一

一

旬

内

川

Ｉ

鼎
‘
？
・
野
｝
、
武
野
．
Ｐ
‐
’
一
時
隅
一
一
・
一

~
~ １

‘

３

０

Ｌ

由

ら

｛

画

一

言

．

再

、

Ｆ

－

Ｌ

Ｌ

“

《

‐

群

岸

』

』

一

二

ｂ

・

卜

宇

恥

』

ヨ

ロ

』

・

巴

↓

。

↑

一

・

》
▲
？
』
し
■

］

『

』

・

ｆ

ｒ

Ｐ

』

か

一

四

『

‐

（

昨

騨

今

ト

ー

‐

《

ｌ

乱

、

”

《

三

卜

畦

．

ｒ

雀

尹

↑

①

一

三

国

‐

。

－

幸

い

い

り

・

竜

一

郡

〉

》

閨

口

仙

『

咋

貼

』

ｂ

ロ

ｒ

、

ｊ

弓

■

も

申

テ

９

↑

”

”

と

，

４

１

４

叩

、

‐

柏

，

一

夫

篝

一

倍

■

ら

げ

《

・

弓

師

雄

脚

↑

恥

》

一

吋

一

『

壬

奄

一

↑

恥

川

‐

必

ｆ

』

皇

、

。

『

~
~ ~

~
~
全
『
ｂ
Ｊ
１
り
ぐ
Ｂ
刊
ｊ
ｈ
孔
Ｉ

」

ゞ

。

《

砕

耐

態

堀

ｒ

Ｑ

ｊ

ア

‐

－

１

１

〃

一

一

マ

ｂ

』

↑

漏

が

~

一

云

川

．

~
Ｌ

一

、

一

９

Ｆ

』

一

ｒ

ザ

ー

１

乃

一

叩

０

９

・

望

寺

時

。

い

‐

ニ

ェ

１

~~~

~~

↓

さ

も

‐

Ｌ

得

１

も

．

、

し

寺

命

じ

北

Ｉ

／

Ｏ

ご

呉

一

ｆ

ｉ

Ｐ

，

壬

も

』

一

．

一

別

四

Ｆ

ｒ

４

・

戸

島

。

》

い

い

毎

↓

坪

川

~
~ が
ｒ

〉

十

ｋ

》

ず

軍

《

・

ｒ

ｒ

・

鳶

‐

『

’

一

酢

」

魂

乳

．

挿

鈩

斉

瞬

一

圭

一

Ｌ

鼬

芦

・

Ｍ

●

・

Ｐ

Ｉ

－

ｄ

Ⅱ

凸

句

争

冬

寺

追

々

一

副

’

『

一

、

一

一

や

知

子

や

″

ｒ

ｊ

４

ｊ

』

ｔ

▽

■

↓

。

』

こ

旬

ぜ

§

↑

０

．

４

り

り

卜

”

一

一

一

４

~

~

~

~

~

~

~

~

~

．

■

い

Ｉ

、

ウ

』

壱

ｆ

至

・

恥

小

『

州

・

’

一

一

承

押

尹

一

一

憎

’

Ｍ

１

心

Ｆ

Ｉ

Ｌ

７

０

Ｐ

』

、

牟

叩

一

Ｉ

ｕ

』

や

Ⅳ

割

ダ

ニ

タ

ロ

■

~~
~

づ

堅

「

》

川

恥

印

ヨ

ー

マ

“

ｆ

か

Ｊ

４

。

記

‐

、

Ｌ

睾

汽

一

青

‐

，

、

一

ｒ

琶

亀

『

・

・

．

子

二

，

凸

？

ｒ

Ｌ

Ｊ

”

昌

一

淵

範

、

』

。

阜

守

『

』

一

一

“

Ｉ

》

ｆ

Ｌ

~
~
~

~

守

０

Ｆ

『

Ｆ

ｂ

ｇ

－

Ｐ

△

一

Ｆ

』

ご

~
~

‐

と

●

一

．

Ｌ

ｏ

ｎ

『

１

．

ｒ

》

~

冠

〆

●

ず

』

ｒ

ｌ

Ｉ

ｊ

ゴ

ヂ

。

ｔ

７

，

１

且

６

－

Ｆ

ｑ

４

，

．

Ｊ

ｒ

，

師

凸

思

皇

・

〃

寺

』

か

巧

〃

》

ニ

ヘ

ニ

一

‐

、

~~~
胎

謝

件

戦

一

ｉ

，

一

生

ワ

基

４

Ｆ

Ｐ

一

色

二

ａ

ヘ

ダ

、

一

再

評

寺

子

再

一

口

早

・

１

、

Ｐ

一

“

「

』

。
』
』
一
司
，
一
卸
州
）
ゞ
殿
》
Ｆ
●
ｖ
李

４

’

一

一

匹

Ｉ

「

ず

』

・

Ｕ

Ａ

ｌ

ｆ

Ｐ

丁

一

ｈ

－

一

我

制

『

『

在

・

に

』

肌

ト

ｒ

ｔ

Ｉ

、

』

、

や

４

Ｊ

等

ユ

姫

〕

ゴ

ユ

淵

裟

鵠

~~~
榔

峰

崎

二

“

一

鰊-′ ‘に-ﾆﾉI蕊麟誌|斥

踞,擬f!淫砺<.';』二、

Ⅱ
Ｐ
ｆ
、・４１・引一

畦
』
一
小

~~~~
~
~
~

，
』
一
千
一
？

命

凸

一~~~Ｄ４‐埴 獣i儲~
Q十一■『■全一

D P

h ロ.ｬ､1 J _‘

L ～

..＝’｡､
凸 . e夢．呂

時 ﾛ､ ‘ 百‘

『
ｌ
~
則
Ｔ
Ｏ
』
Ｊ

~
~
~

Ｊ
Ｊ
・

~
~

~
~
~
~
~

烏

距

L手G 1一二二-

V 諄－
－･T I
ユム

庫q －､ L F･〃､

.堂｡ 、、宝彗
･･ﾛｰﾘ ﾛ写趾-ﾄ 、 ･－1 ‐…~i

, f マー ] 一 fワー
1,-卿: -.1- ~ | 」、〒(妾: _ｺｰ ､.;鋤言ぞ:鴎』)『 ，

.－ ‐ ﾄｰｰ
ﾔ ■、ざ

1 －盛－

iヨト殿：
一.聿二1. :涼.･戸．

、

．

。
ｊ
４
ぃ
凸

・
ト
ー
Ｆ
１

乢

狽

州

呼

『

》

一

・

斗

「

江

や

型

ｒ

Ｐ

一

弐

Ｍ

●

ｊ

Ｌ

沁

佃

．

ｒ

ｆ

４

・

↓

牌

可

、

〃

「

‐

郡

－

１

主

ｈ

０

ｑ

了

寺

型

起

〆

．

、

十

●

●

１

｜

超

ｌ

＊

評

毎

判

」

一

〃

！

●

詮

童

詩

〈

■
Ⅱ
？
〃
④
■
９
．

．

』

＋

↓

一

一

・

ァ

斗

筒

，

管

一

子

や

」

Ｊ

●

斑

↑

、

、

ぴ

〃

、

・

０

４

口

型
〆
、
卜
夕
山
ｉ
ｆ
~
グ

ー

‐

．

、

Ｉ

Ｐ

ｆ

Ｌ

》

干

鍜

紐

公

■

年

９

０

〆

~
~
~
~
~
~

Ｌ

坐

い

ま

’

１

．

、

Ｆ

Ｐ

己

全

『

■

一

》

が

唾

哉

冨

轌

濤

．

１

１

１

９

・

令

二

今

』

・

皿

。

、

一

吋

『

｛

〃

宮

ダ

酢
一
一

》

卦

『

－

１

~
~ Ｔ

Ｆ
ｊ
‐

Ｔ

ｐ

－

ｂ

０

Ｌ

一

一

・

℃

ｌ

己

，

』

Ｊ

１

一

通

郡

‐

ゞ

６

１

，

秒

ひ

Ｐ

Ｊ

Ｕ

犀

』

ゞ

一

》

・

↓

少

Ｅ

》

苧

、

‐

・

町

缶

Ｐ

Ｈ

円

謝

~
く》

、

》
。
．
Ｊ
訓
一
・
毎
・
ず
再
串
・

ト
ー
〃

〃

０

マ

■

一

》

ｐ

~~~~
~
~
~

』
、
に
』
式
１

Ｐ

Ｆ

－

■

、

Ｌ

~
~

Ｊ

一

、

八

１
１
０
■
タラ

『

ｑ

一

日

＆

理

in〃入 ．． ･ず.庁

~~~

『
１
．
．
１
．

Ｆ

圧

兵

。

。

．

１
６
１
，
．

~

~

~

~

~

豆９ｈｌＪ口『

１

．

．
ｑ
Ｊ
Ｂ
ｒ
０
、

Ｕ
４
Ｐ
曹

訶

凸

↑

。

ｌ

‐

↓

も

星

町

『

「

ｊ

ｌ

－

ｒ
Ｆ
ｒ
〆

叩

司

り

副

~
~
~
~
~
~
~

一

今

辛

■

■

埴

~
~
Ｆ
ｆ
ｊ
ｊ

~~~~

く

、
恥
・

唖
〆
淌
旦

言

酔

一

Ⅲ

萱１
０
，
一

1
~

~
~
~ ’ず

ｆ
ｆマー
リ
ー
ニ Ｊ

二
届

~ ~~



*上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。
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